
　地域の皆様には、日頃からご理解ご協力を賜り感謝しております。
今月の西初石地区のニュースをお知らせします。
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西初石学区通信事務局：西初石中学校　04-7154-3091
記事に関すること、掲載の要望などはこちらにご連絡下さい

スローガン
協力・安心・感謝

～あいさつは心をつなぐ初めの一歩
Ever Growing Town 西初石～

流山おおたかの森高等学校
　初めまして、おおたかの森高校PTA会長の福島と申します。
私達おおたかPTAは『皆で楽しく』をモットーに、先生方にお力添え頂きながら、仕事や育児、介護といった
日々の合間に皆で協力しながら活動しています。
　今年度は9月13日（金）、14日（土）に文化祭が開催され、私達も1日だけですが模擬店を出店しました。
本校のマスコットキャラクターから「もりもり君の森」をテーマに装飾し、ホットスナックやキンパといった軽食
販売の他、有名なチョコレート菓子を真似て「おおたかの実」を作成するなど、PTA一丸となって文化祭を楽
しむことができました。今後も先生方を始め、皆さまのご支援を賜りながら
楽しく活動していきたいと思っております。
　どうぞよろしくお願い致します。

西初石小学校
　大畔の森の一角にある里山ボランティア流山さんが管理している水田で、５年生が田植えをしたのは５月
１６日でした。その後、草取りをしながらの観察をした結果、稲はその後の風雨にも負けず順調に育ち、８月
には稲の花も順調に咲いたとのことです。そして、いよいよ１０月１５日。子どもたちは田植え時と同じ長袖
・長ズボン・靴下で、稲刈りガマを手にして初めての稲刈りに臨んだのです。
　この田んぼは泥田のため、稲刈りでもこのスタイルで行うのが通例とのことです。刈り取った稲は手分け
して子どもたちが学校に持ち帰り、教室へ通じるベランダを利用して十分に乾かしてきました。
　残すは１月３１日に予定している脱穀・籾摺り・精米と、２月の試食会です。自分たちで育てたお米の味は
どんなものになるのか楽しみです。試食時には、お世話になったボランティアさんをお招きして、一粒一粒
噛みしめながら味わいたいと思います。

おいしいお米を育てようpart２
【地域と連携した稲刈り体験】



デザイン制作：地域学校協働本部ボランティア 秋山ちなみ

西初石中学校

　令和６年12月10日(火)、11日(水)の２日間、2年生は職場体験を実施しました。
　今年は46カ所の事業所でお世話になりました。朝の出発報告の際は、緊張でドキドキしている様子の
生徒もが見られましたが、各事業所で実際に仕事をさせていただいている時は、とても生き生きとした
表情で、一生懸命仕事に取り組むことができました。
　生徒たちからは、「1日目だけでとても疲れた」「こんなに大変な作業をしていたということがよく分
かって、働いている方に感謝です」「相手のことを考えて仕事をすることの意味がよく分かった」などの
感想がありました。
　年末のお忙しい時期に貴重な経験をさせていただいた各事業所の皆様、ありがとうございました。

２学年　職場体験学習

青少年補導員

　「青少年補導員」は”子ども見守り隊”です。
現在、流山市内には、80～30代と幅広い年代の方が、市内９地区に分かれて活動しています。
子ども達が、社会生活を送るうえで守らなければいけないルールも反することなく、安心して
のびのびと育つことを目的として活動する、教育委員会から委託された人たちです。
加入要件は、２５歳以上で青少年の健全育成に対し熱意のある人。特別な資格等は必要ありません。
　私たちの主な活動は、西初石学区のパトロールです。ぜひ一緒に西初石地区の活動に参加しませんか？

　　　　　　　詳しくは、青少年補導センター
　　　　　　　04-7159-5400　まで。 地域の子、
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不審者はいない？

　学校の周りに
危険個所はないか？
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